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昭和大学 
 

2021年度昭和大学医学部 
一般選抜入試Ⅰ期における出題について 

 
 2021年 2月 5日（金）に実施いたしました昭和大学医学部一般選抜入試Ⅰ期国語科目の
問題文におきまして、一部不備がございました。 
 このことについて、検討を重ねた結果、下記の通り対応することをお知らせいたします。 
受験者の皆様、ご家族をはじめ関係者の皆様に多大なご迷惑をおかけしましたことを深

くお詫び申し上げます。この事実を厳粛に受け止め、深く反省するとともに、今後、このよ
うなことが二度と起きないよう再発防止に努めてまいります。 
  

記 
 
1.試験科目について 
 医学部では、午前中に「英語」、「数学または国語」、午後に「理科（物理、化学、生物か
ら 2科目選択）」の 4科目を受験科目としています。 
 
2.出題及び不備の内容 
 午前科目（国語）の問題冊子において、下記の不備がありました。 

 
①21ページの問題文 16行目～19行目までの 4行は、元の本における文章の一部が省略
されておりました。 

 
【原文】 
ここで誤解してはならないのは、日常的な言薬であれ、学問的、哲学的な言葉であれ、 こ 
うした言菓が指し示している現実は、単に「人間の死亡率は 100％である」とか、先ほどイ 
メージしたような人生の線分の右端が死であり、私たちが一瞬一瞬その終末に向かって近
づいている、という事実に尽きるものではなく、それ以上のものを意味している、というこ
とである。 
単に生の終わりに死（死亡）があり、それを避けることができない、ということだけであ

れば、人間も動物も同じである。 
 
 



【入試問題】 
ここで誤解してはならないのは、日常的な言葉であれ、学問的、哲学的な言莱であれ、こう
した言葉が指し示している現実は、単に「人間の死亡率は 100％である」とか、先ほどイメ
ージしたような人生の線分の右端が死であり、私たちが一瞬一瞬その終末に生の終わりに
死（死亡）があり、それを避けることができない、ということだけであれば、人間も動物も
同じである。 
 
 ②21 ページ問題文の 7 行目 ・・・「～点のようなもの」のあとに、原文では傍点あり。 
       問題文の 9行目 ・・・「～生きる」のあとに、原文では傍点あり。 
           問題文の 22行目 ・・・「～知っている」のあとに、原文では傍点あり。 
  22ページ問題文の 20行目・・・・「～生の意味の根源としての死」のあとに、原文で 

は傍点あり。 
 
③22ページに記載されている出典表記に誤りがありました。 

 
誤：安藤泰至「人間にとって「死」とは何か」『医療にとって「死」とは何か』 
 
正：安藤泰至「医療にとって「死」とはなにか？」、安藤泰至・高橋都責任編集『シリーズ
生命倫理学 4 終末期医療』 

 
3.志願者数 2,915名 受験者数 2,745名 
 
4.採点および合否判定についての対応 
 上記の不備がありましたが、採点および合否判定には影響がなかったと判断いたしまし
た。 
 

以上 
 
 






























